
　　
日
本
に
も
、
か
つ
て
妊
娠
や
出
産
で

多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
時
を
経
て
、
世
界
最
高
水

準
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
誇
る
ま
で

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
医
学
の
進
歩
は

も
と
よ
り
、
行
政
主
導
に
よ
る
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
、
そ
し
て
女

性
を
中
心
と
す
る
市
民
へ
の
啓
発
で
、

妊
娠
か
ら
産
後
ま
で
の
母
子
保
健
に
関

わ
る
意
識
が
向
上
し
た
こ
と
が
貢
献
し

て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
高
い
妊
産
婦
死
亡

率
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国
の
一
つ
。
そ

こ
で
生
か
さ
れ
た
日
本
の
知
恵
が
「
母

子
手
帳
」
だ
。
J
I
C
A
は
１
９
９
８

年
か
ら
母
子
手
帳
の
利
用
を
通
じ
て
、

同
国
で
母
親
の
健
康
意
識
の
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
自

治
体
が
母
子
手
帳
を
導
入
す
る
と
、
記

録
機
能
や
母
親
に
と
っ
て
役
に
立
つ
情

報
源
と
し
て
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
、

母
子
保
健
の
強
化
に
一
役
買
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
母
子
手
帳
の
普

及
に
加
え
、
妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加

入
や
産
前
産
後
健
診
の
促
進
な
ど
、
日

本
が
培
っ
て
き
た
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
知
見
が
地
域
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
、
現
地
に
飛
ん
だ
。

　
７
月
16
日
、
バ
ギ
オ
の
「
妊
産
婦
集

会
」
は
、
滝
の
よ
う
な
雨
と
寒
さ
の
中

で
の
開
催
と
な
っ
た
。
バ
ギ
オ
は
、
首

都
マ
ニ
ラ
か
ら
高
速
道
路
で
約
６
時
間

の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
位
置
す
る
標
高
約

１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地
域
だ
。

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
、ア
ブ
ラ
、ア
パ
ヤ
オ
、

カ
リ
ン
ガ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
プ
ロ
ビ
ン
ス
、

イ
フ
ガ
オ
、
バ
ギ
オ
市
を
合
わ
せ
た
計

６
州
・
１
都
市
は
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
雨
期
を
迎
え
た
山

の
上
は
、
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠

い
寒
さ
だ
。

　「
妊
産
婦
集
会
」
は
、
保
健
省
と
コ

約2,000人が集まった妊産婦集会。ベンゲット州の知事と話し合う高吉専門家（左手前）

母子手帳を利用するインドネシアの母親
（2007年）（撮影：今村健志朗）

ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
の
自
治
体
に
よ
る
共

催
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
に
は
妊
産
婦
の

健
診
や
国
民
健
康
保
険
加
入
の
啓
発
な

ど
を
行
う
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

　「
こ
ん
な
悪
天
候
で
す
か
ら
、
当
日

の
朝
ま
で
、
決
行
す
る
か
否
か
判
断
を

迷
い
ま
し
た
」
と
、
こ
の
地
域
の
保
健

局
長
を
務
め
る
ア
メ
リ
タ
・
パ
ン
ギ
リ

ナ
ン
さ
ん
は
打
ち
明
け
る
。

　
し
か
し
、
不
安
を
よ
そ
に
、
昼
ま
で

に
は
、
お
よ
そ
２
０
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。
大
き
な
お
な
か
を
抱
え
な
が
ら
、

サ
ン
ダ
ル
履
き
で
参
加
す
る
妊
婦
の
姿

も
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
寒
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
母
子
手

帳
を
片
手
に
楽
し
げ
に
ブ
ー
ス
を
回
っ

て
い
た
。
出
産
時
に
夫
が
立
ち
会
う
こ

と
が
珍
し
く
な
い
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

で
は
、
母
子
手
帳
は
「Fam

ily H
eal-

th D
iary

」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
文
化
的
背
景
を
象
徴
す
る
よ
う

に
、
会
場
に
も
妻
に
同
行
す
る
夫
の
姿

が
目
立
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州

の
知
事
が
あ
い
さ
つ
を
始
め
た
。
そ
の

中
で
、
名
前
を
挙
げ
て
感
謝
の
意
を
伝

え
ら
れ
た
日
本
人
女
性
が
い
た
。
シ
ス

テ
ム
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
J
I
C
A
の
専

門
家
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
保
健
シ
ス
テ
ム

の
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
高
吉
筆
さ
ん

だ
。

　「
私
は
２
０
０
６
年
か
ら
５
年
間
、

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
の
へ
き
地
に
住
む
人
々

が
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
、

同
じ
時
期
に
他
の
州
で
実
施
さ
れ
て
い

た
、
妊
産
婦
と
乳
児
の
死
亡
率
低
下
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
上
げ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
教
訓
を
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
全

体
に
広
げ
る
た
め
に
協
力
し
て
ほ
し

い
、
と
保
健
局
か
ら
要
請
を
受
け
た
の

で
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
振
り
返
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
保
健
省
は
、
２
０
１
０
年

に
国
家
保
健
政
策
を
公
布
し
て
以
来
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地

域
は
山
岳
地
で
、
先
住
民

が
人
口
の
７
割
を
占
め
て

お
り
、
貧
困
率
も
高
い
。

母
子
保
健
に
関
し
て
は
、

自
宅
で
出
産
す
る
女
性
が

多
く
、
病
院
や
保
健
所
な

ど
の
医
療
施
設
で
産
む

「
施
設
分
娩
率
」
は
55
パ

ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い

（
２
０
０
９
年
：
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
平
均
）。
こ

の
値
は
、
国
の
目
標
で
あ

る
90
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ

て
も
大
幅
に
低
く
、当
然
、

分
娩
時
に
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
も
適
切
な
処
置
が

で
き
な
い
た
め
、
妊
婦
が

亡
く
な
る
例
も
少
な
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
J
I
C
A
は
２
０

１
２
年
、
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ

地
域
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

　
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。
ま

ず
、
山
あ
い
の
地
域
で
も
医
療
施
設
で

安
全
に
出
産
で
き
る
よ
う
、
特
に
町
や

村
レ
ベ
ル
で
、
既
存
あ
る
い
は
新
設
の

保
健
所
・
助
産
所
を
整
備
す
る
こ
と
。

次
に
、「
妊
婦
皆
保
険
」
の
目
標
の
下
、

妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加
入
を
進
め
、

医
療
費
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
施
設
で

分
娩
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し

て
３
つ
目
は
、出
産
の
時
だ
け
で
な
く
、

産
前
・
産
後
も
施
設
で
健
診
を
受
け
る

習
慣
を
広
め
る
こ
と
だ
。

　
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
日
本
の
教
訓
を
生

か
し
た
取
り
組
み
だ
。
日
本
は
、
か
つ

て
離
島
を
含
む
へ
き
地
に
医
療
施
設
を

整
備
し
、
市
町
村
で
も
職
員
が
自
ら
の

足
で
住
民
の
健
康
保
険
加
入
促
進
に
奔

走
し
た
こ
と
な
ど
が
貢
献
し
て
「
国
民

皆
保
険
」
を
達
成
し
た
。
加
え
て
、
母

子
手
帳
を
中
心
に
据
え
た
啓
発
は
、
母

親
の
意
識
向
上
に
役
立
ち
、
施
設
分
娩

や
健
診
受
診
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
整
備
さ
れ
た

施
設
が
保
健
省
の
認
証
と
国
の
保
険
公

社
の
認
定
を
取
得
す
る
こ
と
も
支
援
し

て
い
る
。「
必
要
な
機
材
を
設
置
し
、

所
定
の
研
修
を
受
け
た
医
師
や
看
護

師
、
助
産
師
を
配
置
し
た
施
設
は
、〝
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
や
新
生
児
ケ
ア
を
提

供
で
き
る
施
設
〞
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
施
設
も
１
回
の
分

娩
に
つ
き
、
８
０
０
０
ペ
ソ
（
約
２
万

円
）
の
診
療
報
酬
を
国
の
保
険
公
社
か

ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
説

明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
全
域
で
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
当
初
、
同
地
域
で
は
、
保
健

省
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
施
設
は
無

か
っ
た
が
、
今
年
１
月
ま
で
に
病
院
28

カ
所
、
町
の
保
健
所
48
カ
所
、
村
の
助

産
所
89
カ
所
の
計
１
６
５
カ
所
が
認
証

施
設
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
保
険
加
入

者
の
増
加
と
相
ま
っ
て
施
設
で
の
分
娩

も
増
え
て
い
る
。
中
で
も
、
ア
ブ
ラ
州

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
２
年

で
、
施
設
分
娩
率
が
73
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
95
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
向
上
。
そ
の
傾

向
を
見
る
と
、
特
に
町
の
保
健
所
で
の

お
産
が
増
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
住
民

の
生
活
の
場
に
よ
り
近
い
小
規
模
の
施

設
が
、
安
全
に
お
産
が
で
き
る
場
所
と

し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
実
際
に
、
ア
ブ
ラ
州
の
ラ
ガ
ン
ギ
ー

ラ
ン
と
い
う
町
の
保
健
所
を
訪
ね
た
。

平
屋
の
簡
素
な
建
物
の
中
に
は
、
産
前

産
後
の
健
診
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
や
、
各

月
の
お
産
の
件
数
を
記
録
し
た
紙
な
ど

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
運
営
は
、
医
師
１

人
、
看
護
師
１
人
、
助
産
師
５
人
の
計

７
人
体
制
だ
。

　「
こ
こ
で
は
、
上
履
き
に
履
き
替
え

て
く
だ
さ
い
」。
そ
う
言
わ
れ
て
通
さ

れ
た
分
娩
室
は
清
潔
に
保
た
れ
、
部
屋

の
中
央
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
供
与
さ

れ
た
新
し
い
分
娩
台
が
据
え
ら
れ
て
い

た
。

　
健
診
に
来
て
い
た
マ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー

ン
さ
ん
は
、「
定
期
的
に
健
診
に
来
て

い
ま
す
。
義
理
の
姉
も
こ
こ
で
赤
ち
ゃ

ん
を
産
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
も
こ
こ

で
産
も
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。
７
カ
月
目
に
入
っ
た
お
な

か
は
も
う
だ
い
ぶ
大
き
い
。
そ
の
姿
を

横
で
見
守
る
女
性
が
い
る
。「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
チ
ー
ム
（
C
H

T
）」
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
C
H
T

に
登
録
し
、
妊
産
婦
へ
の
啓
発
活
動
な

ど
を
行
う
仕
組
み
が
あ
る
。「
村
で
は

皆
、
顔
見
知
り
で
す
か
ら
、
直
接
家
を

訪
ね
て
健
診
を
促
し
た
り
、
医
療
施
設

ま
で
一
緒
に
行
っ
た
り
し
ま
す
」。
通

常
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、
分

娩
の
診
療
報
酬
の
一
部
を
C
H
T
へ
の

謝
礼
に
充
て
る
こ
と
で
活
動
の
持
続
性

を
確
保
す
る
施
設
も

あ
る
と
い
う
。

　
冠
水
し
始
め
た
山

道
を
車
で
さ
ら
に
40

分
ほ
ど
走
り
、
村
の

助
産
所
を
訪
ね
た
。

医
師
は
常
駐
し
て
い

な
い
も
の
の
、
看
護

師
と
助
産
師
が
お
り
、

家
庭
か
ら
の
緊
急
の

電
話
は
24
時
間
つ
な

が
る
態
勢
だ
。
川
が

氾
濫
す
れ
ば
孤
立
し

か
ね
な
い
付
近
の
村

に
と
っ
て
、
こ
の
小

さ
な
助
産
所
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。

　「
こ
こ
で
は
安
全
に

出
産
で
き
る
環
境
が

母
と
子
の
命
を
守
る

日
本
の
知
恵

山
の
妊
婦
が

一
堂
に
会
す
る
日

自
宅
出
産
か
ら

施
設
で
の
出
産
へ

身
近
な
医
療
施
設
で

産
め
る
安
心
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整
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
高
度
な
処
置

が
必
要
な
場
合
に
備
え
、
救
急
車
の
手

配
や
患
者
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
近
隣
の
保

健
所
や
総
合
病
院
と
合
意
を
結
ん
で
い

る
ん
で
す
」と
保
健
師
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ジ
ャ
プ
ソ
ン
さ
ん
は
説
明
す
る
。
自
治

体
間
の
連
携
は
、
限
ら
れ
た
予
算
で
重

複
を
避
け
な
が
ら
効
率
良
く
保
健
シ
ス

テ
ム
を
強
化
す
る
上
で
必
須
だ
。

　
ま
た
、
訪
れ
る
妊
婦
の
保
険
加
入
状

況
の
確
認
は
、
小
さ
な
助
産
所
で
も
必

ず
行
わ
れ
て
い
る
。
実
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
以
前
は
妊
産
婦
の
保
険
加

入
率
を
確
認
す
る
仕
組
み
が
無
く
、
誰

も
現
状
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
保
健
所
が
管
理
す
る
妊
産
婦

台
帳
に
保
険
加
入
状
況
を
記
入
す
る
欄

を
設
け
、
助
産
師
や
C
H
T
な
ど
に
よ

る
加
入
勧
奨
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、「
妊

婦
皆
保
険
」
の
達
成
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。

　
高
吉
専
門
家
は
、「
私
た
ち
は
、
デ

ー
タ
の
集
め
方
や
計
算
法
を
見
直
し
、

正
確
な
施
設
分
娩
率
や
産
前
産
後
健

診
の
受
診
率
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
重
点
地
域
や

改
善
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
地
域
の

人
々
と
も
目
標
を
共
有
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
」
と
日
本
の
協
力
の
強
み
で
あ

る
正
確
性
を
強
調
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
現
地
に
根
を
下
ろ
し
た
日

本
の
知
恵
は
、
や
が
て
新
し
い
命
の
誕

生
を
見
守
る
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
だ

ろ
う
。

助産所で使っていた古い分娩台（下）とプ
ロジェクトで供与された新しい分娩台（上）

施設分娩率算出用の様式。プロジ
ェクトが終了しても計算が続けられ
るよう、簡易版（右）も併用している

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

日本の母子保健の知恵を世界へ
妊娠すれば母子手帳を受け取り、
出産時には清潔で設備の整った近くの病院に入院する。
そんな日本の「当たり前」の裏にある母子保健の知恵が、
開発途上国の妊娠と出産を安全・安心なものへと導いている。

助産所に訪れる妊婦に竹の貯金箱を渡し、生まれてくる子のために貯金するよう勧めている。助産所
が独自に始めた取り組みだ

この地域では体重計を持たない家庭も多
く、妊産婦集会で体重を記録してもらう

３つの村の連携で運営されている自治体間連携病院。より高度な設備を持ち、保
健所や助産所から搬送される患者の診療も行う

川が氾濫し、車など車両での移動が困難になると、村の妊婦はこの橋をハンモック
に担がれながら渡り、助産所にやってくる

た
か
よ
し
ふ
で

コーディレラ地域
ベンゲット州

妊産婦集会で母子手帳をもら
った妊婦。自治体のスタッフから
使い方の説明を受けた

ぶ
ん
べ
ん
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日
本
に
も
、
か
つ
て
妊
娠
や
出
産
で

多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
時
を
経
て
、
世
界
最
高
水

準
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
誇
る
ま
で

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
医
学
の
進
歩
は

も
と
よ
り
、
行
政
主
導
に
よ
る
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
、
そ
し
て
女

性
を
中
心
と
す
る
市
民
へ
の
啓
発
で
、

妊
娠
か
ら
産
後
ま
で
の
母
子
保
健
に
関

わ
る
意
識
が
向
上
し
た
こ
と
が
貢
献
し

て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
高
い
妊
産
婦
死
亡

率
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国
の
一
つ
。
そ

こ
で
生
か
さ
れ
た
日
本
の
知
恵
が
「
母

子
手
帳
」
だ
。
J
I
C
A
は
１
９
９
８

年
か
ら
母
子
手
帳
の
利
用
を
通
じ
て
、

同
国
で
母
親
の
健
康
意
識
の
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
自

治
体
が
母
子
手
帳
を
導
入
す
る
と
、
記

録
機
能
や
母
親
に
と
っ
て
役
に
立
つ
情

報
源
と
し
て
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
、

母
子
保
健
の
強
化
に
一
役
買
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
母
子
手
帳
の
普

及
に
加
え
、
妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加

入
や
産
前
産
後
健
診
の
促
進
な
ど
、
日

本
が
培
っ
て
き
た
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
知
見
が
地
域
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
、
現
地
に
飛
ん
だ
。

　
７
月
16
日
、
バ
ギ
オ
の
「
妊
産
婦
集

会
」
は
、
滝
の
よ
う
な
雨
と
寒
さ
の
中

で
の
開
催
と
な
っ
た
。
バ
ギ
オ
は
、
首

都
マ
ニ
ラ
か
ら
高
速
道
路
で
約
６
時
間

の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
位
置
す
る
標
高
約

１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地
域
だ
。

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
、ア
ブ
ラ
、ア
パ
ヤ
オ
、

カ
リ
ン
ガ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
プ
ロ
ビ
ン
ス
、

イ
フ
ガ
オ
、
バ
ギ
オ
市
を
合
わ
せ
た
計

６
州
・
１
都
市
は
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
雨
期
を
迎
え
た
山

の
上
は
、
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠

い
寒
さ
だ
。

　「
妊
産
婦
集
会
」
は
、
保
健
省
と
コ

約2,000人が集まった妊産婦集会。ベンゲット州の知事と話し合う高吉専門家（左手前）

母子手帳を利用するインドネシアの母親
（2007年）（撮影：今村健志朗）

ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
の
自
治
体
に
よ
る
共

催
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
に
は
妊
産
婦
の

健
診
や
国
民
健
康
保
険
加
入
の
啓
発
な

ど
を
行
う
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

　「
こ
ん
な
悪
天
候
で
す
か
ら
、
当
日

の
朝
ま
で
、
決
行
す
る
か
否
か
判
断
を

迷
い
ま
し
た
」
と
、
こ
の
地
域
の
保
健

局
長
を
務
め
る
ア
メ
リ
タ
・
パ
ン
ギ
リ

ナ
ン
さ
ん
は
打
ち
明
け
る
。

　
し
か
し
、
不
安
を
よ
そ
に
、
昼
ま
で

に
は
、
お
よ
そ
２
０
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。
大
き
な
お
な
か
を
抱
え
な
が
ら
、

サ
ン
ダ
ル
履
き
で
参
加
す
る
妊
婦
の
姿

も
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
寒
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
母
子
手

帳
を
片
手
に
楽
し
げ
に
ブ
ー
ス
を
回
っ

て
い
た
。
出
産
時
に
夫
が
立
ち
会
う
こ

と
が
珍
し
く
な
い
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

で
は
、
母
子
手
帳
は
「Fam

ily H
eal-

th D
iary

」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
文
化
的
背
景
を
象
徴
す
る
よ
う

に
、
会
場
に
も
妻
に
同
行
す
る
夫
の
姿

が
目
立
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州

の
知
事
が
あ
い
さ
つ
を
始
め
た
。
そ
の

中
で
、
名
前
を
挙
げ
て
感
謝
の
意
を
伝

え
ら
れ
た
日
本
人
女
性
が
い
た
。
シ
ス

テ
ム
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
J
I
C
A
の
専

門
家
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
保
健
シ
ス
テ
ム

の
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
高
吉
筆
さ
ん

だ
。

　「
私
は
２
０
０
６
年
か
ら
５
年
間
、

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
の
へ
き
地
に
住
む
人
々

が
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
、

同
じ
時
期
に
他
の
州
で
実
施
さ
れ
て
い

た
、
妊
産
婦
と
乳
児
の
死
亡
率
低
下
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
上
げ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
教
訓
を
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
全

体
に
広
げ
る
た
め
に
協
力
し
て
ほ
し

い
、
と
保
健
局
か
ら
要
請
を
受
け
た
の

で
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
振
り
返
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
保
健
省
は
、
２
０
１
０
年

に
国
家
保
健
政
策
を
公
布
し
て
以
来
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地

域
は
山
岳
地
で
、
先
住
民

が
人
口
の
７
割
を
占
め
て

お
り
、
貧
困
率
も
高
い
。

母
子
保
健
に
関
し
て
は
、

自
宅
で
出
産
す
る
女
性
が

多
く
、
病
院
や
保
健
所
な

ど
の
医
療
施
設
で
産
む

「
施
設
分
娩
率
」
は
55
パ

ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い

（
２
０
０
９
年
：
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
平
均
）。
こ

の
値
は
、
国
の
目
標
で
あ

る
90
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ

て
も
大
幅
に
低
く
、当
然
、

分
娩
時
に
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
も
適
切
な
処
置
が

で
き
な
い
た
め
、
妊
婦
が

亡
く
な
る
例
も
少
な
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
J
I
C
A
は
２
０

１
２
年
、
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ

地
域
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

　
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。
ま

ず
、
山
あ
い
の
地
域
で
も
医
療
施
設
で

安
全
に
出
産
で
き
る
よ
う
、
特
に
町
や

村
レ
ベ
ル
で
、
既
存
あ
る
い
は
新
設
の

保
健
所
・
助
産
所
を
整
備
す
る
こ
と
。

次
に
、「
妊
婦
皆
保
険
」
の
目
標
の
下
、

妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加
入
を
進
め
、

医
療
費
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
施
設
で

分
娩
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し

て
３
つ
目
は
、出
産
の
時
だ
け
で
な
く
、

産
前
・
産
後
も
施
設
で
健
診
を
受
け
る

習
慣
を
広
め
る
こ
と
だ
。

　
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
日
本
の
教
訓
を
生

か
し
た
取
り
組
み
だ
。
日
本
は
、
か
つ

て
離
島
を
含
む
へ
き
地
に
医
療
施
設
を

整
備
し
、
市
町
村
で
も
職
員
が
自
ら
の

足
で
住
民
の
健
康
保
険
加
入
促
進
に
奔

走
し
た
こ
と
な
ど
が
貢
献
し
て
「
国
民

皆
保
険
」
を
達
成
し
た
。
加
え
て
、
母

子
手
帳
を
中
心
に
据
え
た
啓
発
は
、
母

親
の
意
識
向
上
に
役
立
ち
、
施
設
分
娩

や
健
診
受
診
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
整
備
さ
れ
た

施
設
が
保
健
省
の
認
証
と
国
の
保
険
公

社
の
認
定
を
取
得
す
る
こ
と
も
支
援
し

て
い
る
。「
必
要
な
機
材
を
設
置
し
、

所
定
の
研
修
を
受
け
た
医
師
や
看
護

師
、
助
産
師
を
配
置
し
た
施
設
は
、〝
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
や
新
生
児
ケ
ア
を
提

供
で
き
る
施
設
〞
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
施
設
も
１
回
の
分

娩
に
つ
き
、
８
０
０
０
ペ
ソ
（
約
２
万

円
）
の
診
療
報
酬
を
国
の
保
険
公
社
か

ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
説

明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
全
域
で
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
当
初
、
同
地
域
で
は
、
保
健

省
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
施
設
は
無

か
っ
た
が
、
今
年
１
月
ま
で
に
病
院
28

カ
所
、
町
の
保
健
所
48
カ
所
、
村
の
助

産
所
89
カ
所
の
計
１
６
５
カ
所
が
認
証

施
設
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
保
険
加
入

者
の
増
加
と
相
ま
っ
て
施
設
で
の
分
娩

も
増
え
て
い
る
。
中
で
も
、
ア
ブ
ラ
州

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
２
年

で
、
施
設
分
娩
率
が
73
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
95
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
向
上
。
そ
の
傾

向
を
見
る
と
、
特
に
町
の
保
健
所
で
の

お
産
が
増
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
住
民

の
生
活
の
場
に
よ
り
近
い
小
規
模
の
施

設
が
、
安
全
に
お
産
が
で
き
る
場
所
と

し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
実
際
に
、
ア
ブ
ラ
州
の
ラ
ガ
ン
ギ
ー

ラ
ン
と
い
う
町
の
保
健
所
を
訪
ね
た
。

平
屋
の
簡
素
な
建
物
の
中
に
は
、
産
前

産
後
の
健
診
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
や
、
各

月
の
お
産
の
件
数
を
記
録
し
た
紙
な
ど

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
運
営
は
、
医
師
１

人
、
看
護
師
１
人
、
助
産
師
５
人
の
計

７
人
体
制
だ
。

　「
こ
こ
で
は
、
上
履
き
に
履
き
替
え

て
く
だ
さ
い
」。
そ
う
言
わ
れ
て
通
さ

れ
た
分
娩
室
は
清
潔
に
保
た
れ
、
部
屋

の
中
央
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
供
与
さ

れ
た
新
し
い
分
娩
台
が
据
え
ら
れ
て
い

た
。

　
健
診
に
来
て
い
た
マ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー

ン
さ
ん
は
、「
定
期
的
に
健
診
に
来
て

い
ま
す
。
義
理
の
姉
も
こ
こ
で
赤
ち
ゃ

ん
を
産
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
も
こ
こ

で
産
も
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。
７
カ
月
目
に
入
っ
た
お
な

か
は
も
う
だ
い
ぶ
大
き
い
。
そ
の
姿
を

横
で
見
守
る
女
性
が
い
る
。「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
チ
ー
ム
（
C
H

T
）」
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
C
H
T

に
登
録
し
、
妊
産
婦
へ
の
啓
発
活
動
な

ど
を
行
う
仕
組
み
が
あ
る
。「
村
で
は

皆
、
顔
見
知
り
で
す
か
ら
、
直
接
家
を

訪
ね
て
健
診
を
促
し
た
り
、
医
療
施
設

ま
で
一
緒
に
行
っ
た
り
し
ま
す
」。
通

常
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、
分

娩
の
診
療
報
酬
の
一
部
を
C
H
T
へ
の

謝
礼
に
充
て
る
こ
と
で
活
動
の
持
続
性

を
確
保
す
る
施
設
も

あ
る
と
い
う
。

　
冠
水
し
始
め
た
山

道
を
車
で
さ
ら
に
40

分
ほ
ど
走
り
、
村
の

助
産
所
を
訪
ね
た
。

医
師
は
常
駐
し
て
い

な
い
も
の
の
、
看
護

師
と
助
産
師
が
お
り
、

家
庭
か
ら
の
緊
急
の

電
話
は
24
時
間
つ
な

が
る
態
勢
だ
。
川
が

氾
濫
す
れ
ば
孤
立
し

か
ね
な
い
付
近
の
村

に
と
っ
て
、
こ
の
小

さ
な
助
産
所
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。

　「
こ
こ
で
は
安
全
に

出
産
で
き
る
環
境
が

母
と
子
の
命
を
守
る

日
本
の
知
恵

山
の
妊
婦
が

一
堂
に
会
す
る
日

自
宅
出
産
か
ら

施
設
で
の
出
産
へ

身
近
な
医
療
施
設
で

産
め
る
安
心
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整
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
高
度
な
処
置

が
必
要
な
場
合
に
備
え
、
救
急
車
の
手

配
や
患
者
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
近
隣
の
保

健
所
や
総
合
病
院
と
合
意
を
結
ん
で
い

る
ん
で
す
」と
保
健
師
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ジ
ャ
プ
ソ
ン
さ
ん
は
説
明
す
る
。
自
治

体
間
の
連
携
は
、
限
ら
れ
た
予
算
で
重

複
を
避
け
な
が
ら
効
率
良
く
保
健
シ
ス

テ
ム
を
強
化
す
る
上
で
必
須
だ
。

　
ま
た
、
訪
れ
る
妊
婦
の
保
険
加
入
状

況
の
確
認
は
、
小
さ
な
助
産
所
で
も
必

ず
行
わ
れ
て
い
る
。
実
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
以
前
は
妊
産
婦
の
保
険
加

入
率
を
確
認
す
る
仕
組
み
が
無
く
、
誰

も
現
状
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
保
健
所
が
管
理
す
る
妊
産
婦

台
帳
に
保
険
加
入
状
況
を
記
入
す
る
欄

を
設
け
、
助
産
師
や
C
H
T
な
ど
に
よ

る
加
入
勧
奨
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、「
妊

婦
皆
保
険
」
の
達
成
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。

　
高
吉
専
門
家
は
、「
私
た
ち
は
、
デ

ー
タ
の
集
め
方
や
計
算
法
を
見
直
し
、

正
確
な
施
設
分
娩
率
や
産
前
産
後
健

診
の
受
診
率
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
重
点
地
域
や

改
善
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
地
域
の

人
々
と
も
目
標
を
共
有
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
」
と
日
本
の
協
力
の
強
み
で
あ

る
正
確
性
を
強
調
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
現
地
に
根
を
下
ろ
し
た
日

本
の
知
恵
は
、
や
が
て
新
し
い
命
の
誕

生
を
見
守
る
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
だ

ろ
う
。

助産所で使っていた古い分娩台（下）とプ
ロジェクトで供与された新しい分娩台（上）

施設分娩率算出用の様式。プロジ
ェクトが終了しても計算が続けられ
るよう、簡易版（右）も併用している
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日本の母子保健の知恵を世界へ
妊娠すれば母子手帳を受け取り、
出産時には清潔で設備の整った近くの病院に入院する。
そんな日本の「当たり前」の裏にある母子保健の知恵が、
開発途上国の妊娠と出産を安全・安心なものへと導いている。

助産所に訪れる妊婦に竹の貯金箱を渡し、生まれてくる子のために貯金するよう勧めている。助産所
が独自に始めた取り組みだ

この地域では体重計を持たない家庭も多
く、妊産婦集会で体重を記録してもらう

３つの村の連携で運営されている自治体間連携病院。より高度な設備を持ち、保
健所や助産所から搬送される患者の診療も行う

川が氾濫し、車など車両での移動が困難になると、村の妊婦はこの橋をハンモック
に担がれながら渡り、助産所にやってくる

た
か
よ
し
ふ
で

コーディレラ地域
ベンゲット州

妊産婦集会で母子手帳をもら
った妊婦。自治体のスタッフから
使い方の説明を受けた

ぶ
ん
べ
ん
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